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Ⅰ．海・船のお話会と体験乗船見学会 

１．実施概要 

海洋国日本の国づくりやまちおこしを担う次世代の小学生、中学生を対象に海の大切さと魅

力を知ってもらうことにより、海の恩恵に感謝し、併せて広く海洋について理解、関心を深め

てもらうことを目的に、「海・船のお話会と体験乗船見学会」を、7 月 11 日(土)に大阪港天保

山にて開催した。 

 

     ･実施場所  大阪港天保山岸壁及び港内 

      ･実施日時  平成２７年 7 月１１日（土）  09:40～17:00 

    ･参加者   97 名（スタッフを除く） 

          小学生 ３８名 

         中学生  ５名 

         高校生  ７名 

         保護者 ４７名（幼稚園児３名含む） 

 

（１）「サンタマリア」による大阪港周遊（10:00～11:45） 

 ① 午前 9 時 40 分より受付を開始し、当日 5 名の欠席者があったが、97 名の参加のもと、 

    10 時 00 分、「サンタマリア」をバックに記念撮影し、その後乗船した。 

 ② 参加者 97 名については、1 班約 17 名で 6 班に分け、班ごとに色分けした帽子を目 

   印に、班行動をしていただくようお願いした。 

（1 班：白色  ２班：黒色  3 班：赤色  4 班：青色  5 班：黄色  6 班：緑色） 

            ③ 高校生の参加者のうち 6 名に、各班のリー 

       ダーをお願いし、安全行動を重視し、引率及 

びまとめ役をしていただいた。 

           ④ 「サンタマリア」では、乗船から 11 時 0 

0 分までの間、特別室にて、２班ごとに 3 グ 

ループに分かれ、「船長によるサンタマリア号 

にまつわるお話」、「乗組員指導でのロープワ 

ーク体験」、「船内及びブリッジ見学」を全員 

が順次体験した。 

           ⑤ 「サンタマリア」は、船内見学終了後、11 時 00 分より大阪港クルーズに出航し、参 

             加者には、潮風を感じながら、大阪港を行き交う様々な船や、海から見るいつもとは違う 

             目線から大阪港や沿岸の街並みの様子を楽しんで頂いた。 

               また、航海中は、船内に隠されたヒントを手掛かりに「サンタマリア」にまつわるクイ 

       ズ大会を行い、親子で船内探検をしながらの解答探しに大いに盛り上がった。 

1 
 



（２）大成丸の船内見学（13:00～15:00） 

 ① 午後は、航海訓練所の練習船「大成丸」に 

   乗船し、子供達を中心に船内見学を行った｡ 

 ② ２班ごとに３グループにわけ、何層にも亘 

   るデッキを上り下りし、ブリッジ、機関室、 

   航海シミュレーター室、船員食堂、居住区な 

   どを見たり体験して回り、航海実習訓練や船 

   内生活の一端を学んで頂いた。 

 ③ その後、近畿内航船員対策協議会の上窪講 

   師から「海の大切さと船員の仕事」をテーマにお話をいただいた。 

     資源が乏しく、海に囲まれた日本という国は、資源や製品の輸出入など海運なくして成 

   り立たないことや船員の仕事内容などを、優しい語り口で、非常に分かり易くお話しして 

   頂き、子供達からもたくさんの質問や答えが飛び交い、海の大切さを学ぶ上で非常に有意 

   義な時間を過ごすことが出来た。 

 

（３）海の生物観察（15:00～17:00） 

  ① 大阪が誇る水族館「海遊館」に入館し、「探 

    検ノート」を片手に家族と共に海の生物を観 

 察したり、触れ合うなどして、より深く海に 

関心を抱いて頂いた。 

② 特に、海の生物との触れ合いでは、「サメ」 

 や「エイ」に直に触れるなど、その感触を確 

かめる体験ができた。 

 

   （４）絵手紙の作成 

① 参加者から、「海学び舎絵手紙」（はがきサイズ）を当センター宛てに投函していただ

くようお願いしたところ、下記の送付があり、その内容に応じて、サンタマリア、大成 

丸、海遊館に取り次いだ。 

② その結果、それぞれより、小中学生に対し励ましや御礼の返事を当事務局を通じて発

信させていただき、より一層、海に対する関心を抱いていただくことが出来た。 

    

 ・絵手紙総数  ４４枚 

   ・内訳（別添絵手紙参照） 

      サンタマリア  8 枚 

      大成丸     7 枚 

      海遊館     29 枚 
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２．海・船のお話会と体験乗船見学会実施状況写真 

平成 27 年 7 月 11 日（土）実施 

 

サンタマリアによる大阪港周遊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

船長挨拶及びお話 ロープワーク 

ブリッジ見学 

 
船内施設説明 
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航海訓練所練習船「大成丸」見学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            
 
                       
 
                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大成丸船長挨拶 

船内見学 操船シュミレーション 

ブリッジ説明 エンジンルーム説明 
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        海の大切さと船員の仕事などのお話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海の生物観察（海遊館） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上窪会長講義 
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３．絵手紙 
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４．アンケート結果 
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５．準備資料 

①募集チラシ 

（表面）                    （裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②参加者抽選（実行委委員長）     ③参加者、スタッフ着用帽子 
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④当日のしおり（プログラム） 
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Ⅱ．海の大切さや魅力を発信するリーダー養成セミナーとクルーズ 

１．実施概要 

    海洋国日本の国づくりやまちおこしを担う次世代の大学生に広く海洋について理解、関心を深

めて貰い、今回の参加者が、海について更に若い世代を導く先導役として活躍することを目的に、

「海の大切さや魅力を発信するリーダー養成セミナーとクルーズ」を７月２５日(土)に神戸海洋博

物館ホール及び神戸港にて実施した。 

 

・実施場所  神戸海洋博物館、神戸港中突堤及び神戸港周辺  

・実施日時  平成２７年 7 月２５日（土）  12:30～17:00 

・参加者   74 名 （スタッフを除く） 

       大学生    68 名 

       講師、教員  6 名 

 

（１）セミナーの開催（12:30～15:00） 

・会場：神戸海洋博物館ホール 

①森田 潔 氏（一般社団法人神戸港振興協会経営管理部参事） 

  ○テーマ  「四面を海に囲まれた我が国の海洋文化の発展」 

 ○講演概要  

神戸港を題材に、我が国の海を通じた文化交 

流の歴史に始まり、現代の神戸と世界との経済  

的な繋がりに至るまで、非常に分かり易くお話 

をして頂いた。 

 

 

 

②加藤 琢二 氏（ジャンボフェリー 株式会社代表取締役会長）   

○テーマ  「瀬戸の島々と神戸」 

○講演概要 

高松と小豆島を経由して神戸港を結ぶフェ 

リー事業を展開された経緯と、神戸と瀬戸内 

海の島々の遥か昔から現代に至るまでの結び 

つき、そして、船でしか行けないポテンシャ 

ルの高い魅力的な観光スポットのご紹介など 

「海からの視点と魅力」のお話をして頂いた。 

   

 

14 
 



③青谷 実知代 氏（神戸松蔭女子学院大学人間科学部生活学科都市生活専攻准教授） 

  ○テーマ   ｢クルーズを通した観光の楽しみについて｣ 

    ○講演概要 

実際にゼミ生と巡った瀬戸の島々でのフィ 

 ールドワークを題材に、若者目線での地元の 

魅力の発信について報告があった。関係者か 

らは普段大人目線でしか見られていない 中で、 

非常に大胆で、新鮮な発想であり、是非参考 

にしたいとの積極的な評価もあった。 

 

④ 参加した学生たちは、初めて学ぶ神戸港の歴史や役割、関西と瀬戸内海の関わり、そし

て、海を活用した観光の楽しみ方等について、目を輝かせながら、興味深く講師の話に聞

き入っていた。 

 

（２）神戸港クルーズの実施（15:30～17:00） 

 

① セミナー会場に隣接する神戸港中突堤から高速船「かぜ」(99G/T、定員 166 名、速度 

29 ノット)をチャーターし、セミナー参加者を対象に神戸港クルーズを実施した。 

本クルーズにおいては、みなとまちづくりマイスター(一般社団法人ウォータフロント会 

認定)でもある森田潔氏に、セミナーに引き続いて、船内でのガイド役をお引き受け頂いた。 

 

② 中突堤を出航した船は、海上自衛隊の潜水艦が 

建造されることで有名な川崎重工株式会社神戸工 

場や、同じく大規模な造船所がある三菱重工株式 

会社神戸造船所を右手に見て港内を南下し、  

2006 年開港の神戸空港の西沖に進んだ。 

 

③ 空港を離発着する飛行機を仰ぎ見ながら、船は 

U ターンし、人工島ポートアイランドに沿って港 

内を北上し、東に舵を切って、人工島六甲アイラ 

ンドに進んだ。 

六甲アイランドでは、ガントリークレーンが林 

      立し、接岸する巨大なコンテナ船に忙しくコンテ 

      ナを積み込むシーンを海側から間近に観察するこ 

とが出来た。その他、神戸港内を忙しく行き来す 

る、内航貨物船、タグボート､はしけ、海上保安庁大型巡視船、護衛艦、潜水艦、長距離大 

型フェリー、レストラン船など、海で働く数多くの船を目の当たりにし、それぞれの大き 

さや役割等を学習することが出来た。 
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④ ガイド役の解説に耳を傾けながら、普段とは異なる海からの神戸の街並みや海を行き 

交う様々な船に、参加者は頷いたり、船の大きさに驚いたりしながら、海を知り、海に 

興味をもっていただいたり、海からの恩恵を感じることが出来る実りあるひと時を、神 

戸港で過ごしていただいた。 

 

（参考）１．使用船舶 

旅客船「かぜ」（９９G/T、定員１６６名、２９ノット） 

神戸―関空ベイシャトルの予備船 

２．コース  

神戸中突堤発→神戸空港沖→六甲アイランド→神戸中突堤着 
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２．「海の大切さや魅力を発信するリーダー養成セミナーとクルーズ」実施状況写真 

１．セミナー（神戸海洋博物館ホール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会挨拶 

講演１(森田潔氏) 
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講演２(加藤琢二氏) 

講演３(青谷実知代氏) 
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２．神戸港クルーズ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

高速船「かぜ」 乗船前集合 

船内風景１ 船内風景２ 

船内風景３ 船内風景４ 

下船後 船内風景５ 
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３．アンケート結果 
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海の大切さや魅力を発信するリーダー養成セミナーとクルーズアンケート結果 

                       平成２７年７月２５日開催 

   

問１．このイベントは、何でお知りになりましたか      問２．このイベントに参加された理由について 

お尋ねします。 

 ① 募集のチラシ ② ホームページ            ① 海や船に興味があった ② 海が好きだから  

③ 大学の先生からの紹介 ④ その他           ③ 船が好きだから ④ その他 

    

 
 

 

 

 

 

問３．セミナーでの話しの内容は、いかがでしたか      問４．クルーズでの説明は、いかがでしたか 

                             ① とてもわかりやすかった  

② わかりやすかった  ③ よくない 

 
 
 
 
 
 
 

問５．イベントの時間配分はいかがでしたか         問６．四面を海に囲まれた日本は、海洋国家として海 

        ① 適当  ② ふつう ③ 長い                       から多くの恩恵を受けており、７月の国民の祝 

日「海の日」は、こうした「海の恩恵に感謝し、 

海洋国家の繁栄を願う」という趣旨で制定され 

たものですが、「海の日」の趣旨をご存じでし 

たか。        

                                             ① 知っていた ②知らなかった 

 
 

 

 

 

 

 

①募集チ

ラシ, 0, 
0% 

②ホーム

ページ, 0, 
0% 

③先生

の紹介, 
51, 88% 

④その他, 
7, 12% 

①海や船

に興味が

あった, 6, 
11% 

②海が好

きだから, 
6, 12% 

③船が好

きだから, 
2, 4% 

④その他, 
38, 73% 

①とても

参考に

なった, 6, 
11% 

②参考に

なった, 
46, 82% 

③そうは

思わない, 
4, 7% 

①とても

分かりや

すかった, 
8, 17% 

②分りや

すかった, 
39, 81% 

③良く

ない, 
1, 2% 

①適当, 3, 
6% 

②ふつう, 
18, 35% ③長い, 

30, 59% 

①知って

いた, 10, 
20% 

②知らな

かった, 
41, 80% 

回答者５８名 

回答者５１名 

回答者５２名 

回答者５６名 

回答者５１名 

回答者４８名 
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問７．日本は海からの恩恵を受け、海運業、造船業と   問８．日本はエネルギー資源の多くを輸入に頼って 

いった海事産業から、マリンスポーツといった      おり現在のエネルギー自給率は約４％となってい 

レジャーまで、海に関わる活動が盛んに行われ      ます。石油、石炭、天然ガスなどのエネルギー資 

ていますが、海運や、造船、船で働く船員につ      源を含め、外航海運が外国貿易の貨物全体でどれ 

いてご存じですか。                  くらいを運んでいるかご存知ですか。 

  ①知っている  ②少し知っている           ①約８０％  ②約９０％  ③約９５％  

 ③ほとんど知らない  ④全く知らない         ④約９７％  ⑤約９９％ 

 

 

 

 

 

問９．現在の船は、貨物を運ぶものが中心で、貨物の    問10．世界の7つの海について、知っているだけ書い 

     種類などによって船の形や仕組みさまざまにわか       てください。  

れています。コンテナ船や自動車専用船など専用 

船と言いますが、他に知っている専用船があれば 

お答えください。 

（回答）クルーズ船、天然ガス専用船、大型船 

を牽引する船、救急船、保安船、消防船、 

ガスを運ぶ船、LNG、貿易船 

（以上、各1件ずつ回答あり）      ＊その他の不正解回答 

 

問11. 神戸港は2017年１月開港150年を迎えます。 

今後、様々な行事を行っていく予定ですが、ど 

のような行事に参加したいですか？(複数回答可) 

①神戸開港150年プレイベント  

②コンテナターミナルや倉庫などの見学 

③神戸港の歴史や将来構想などが学べる 

セミナー  

 ④帆船での乗船作業体験  ⑤その他 

 

その他の記述回答≫ 

・船から港に向かってリボンを投げてみたい。 

・今日のようなガイド付きクルーズ、森田さん解説 

素晴らしかったです。 

・もう一度乗りたいです。 

 

①知って

いる, 0, 
0% 

②少し

知ってい

る, 3, 6% 
③ほとん

ど知らな

い, 21, 
40% 

④全く知

らない, 
28, 54% 

①約80％, 
9, 20% 

②約90％, 
14, 31% 

③約95％, 
9, 20% 

④約97％, 
7, 16% 

⑤約99％, 
6, 13% 

１つ正解, 
20, 87% 

２つ正解, 
2, 9% 

７つ(全問)
正解, 1, 

4% 

35件 太平洋 　 　 　 　 　
27件 大西洋 　 　 　 　 　
20件 日本海 　 　 　 　 　
16件 地中海 　 　 　 　 　
11件 東シナ海 　 　 　 　 　
10件 カリブ海 　 　 　 　 　
9件 瀬戸内海 　 　 　 　 　
8件 カスピ海 　 　 　 　 　
6件 オホーツク海 　 　 　 　 　
4件 南シナ海 エーゲ海 　 　 　 　
3件 黒海 北海 紅海 　 　 　
2件 死海 インドシナ海 　 　 　 　
1件 ペルシャ湾 ベンガル湾 黄河 北海道 頼戸内海太西洋

0
5

10
15
20
25 18 

7 

1 

24 

3 

回答者４５名 

回答者５２名 
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４．準備資料 

①募集チラシ 

    （表面）              （裏面） 
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②当日のしおり（プログラム） 
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Ⅲ．海の大切さや魅力を発信するリーダー養成ワークショップ 

１．実施概要 

海洋国家日本の国つくりやまちおこしを担う次世代の大学生に広く海洋につ 

いての理解や関心を深めていただき、海洋について更に若い世代を導く先導役と

して活躍していただくことを目的に開催した。 

       ・実施場所  神戸海洋博物館ホール 

       ・実施日時  平成 27 年 10 月 18 日（日）14:00～17:00 

       ・参加者   21 名 （大学生 7 名、講師等 2 名、実行委員等 12 名） 

  

  （１）ワークショップの開催（14:00～16:00） 

     ①講演 （京都工芸繊維大学 大学院専任講師  佐々木 厚司） 

      〇テーマ  ：「京都のまちづくりから見た地域コラボレーション」 

      〇講演概要 

        これまで、京都において「まちづくり」に取り組んでこられた経緯等を報告してい 

       ていただき、リーダー養成という観点から、地域との連携や小学生等との連携を通じ 

たまちづくりなどのお話をいただいた。 

 その後、引き続いて京都工芸繊維大学の参加者から、それぞれ、地域での活動や取 

り組み状況を報告していただいた。 

 

     ②報告 

        平成 27 年 7 月 25 日（土）に、当神戸海洋博物館ホールで開催したセミナーとク 

ルーズに参加していただいた、２名の大学生に感想等を含めた報告をしていただき、

引き続いて、本年３月に小豆島クルーズされた方からその感想を報告していただいた。 

 

      ③意見交換 

        神戸松蔭女子学院大学の青谷実知代准教授をコーディネーターに次のテーマで意見 

交換を実施した。 

・京都のまちづくりに参画している学生の規模や準備期間、地域との連携のタイミ 

ング等 

         ・地域と交流しながら、観光商品を作っている取組みについて 

         ・海にまつわるエピソードや経験について 

・今後、小中学生に教えていくうえで力をつけたいこと及び海の魅力をどのように 

伝えたいか。 

 
  （２）懇談会の開催（16:00～17:00） 
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２．当日プログラム 
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４．ワークショップ写真 

                         日時:平成 27 年 10 月 18 日（日）   

                     会場：神戸海洋博物館ホール   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都工芸繊維大学 佐々木先生 

京都工芸繊維大学 全さん  

京都工芸繊維大学 山中さん  

ワークショップ会場 
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京都工芸繊維大学 榎本さん  

京都工芸繊維大学 辻本さん  

神戸松蔭女子学院大学 青谷先生 

神戸松蔭女子学院大学 荻田さん 
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神戸松蔭女子学院大学 遠藤さん 

神戸松蔭女子学院大学 多田さん 

意見交換会 
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Ⅳ．「海学び舎」あらかると啓発事業実行委員会等開催状況 

 

 

 ○ 第１回実行委員会  平成２７年 ６月１２日（金） 

 

  ○ 大阪港分科会    平成２７年 ７月 ７日（火） 

 

  ○ 神戸港分科会    平成２７年 ７月１６日（木） 

 

  ○ 第２回実行委員会  平成２７年 ９月１４日（月） 

 

  ○ 第３回実行委員会  平成２７年１２月１１日（金） 
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「海学び舎」あらかると啓発事業実行委員会規約 

【名称】 

第１条 本会は、「海学び舎」あらかると啓発事業実行委員会（以下「実行委員会」という。）と称する。 

 

【目的】 

第２条 実行委員会は、海洋国日本の国づくりや街おこしを担う次世代の小学生、中学生などの若者の皆さんに、海の大

切さと海の魅力を知ってもらうことにより、海の恩恵に感謝し、併せて広く海洋についての理解と関心を深めても

らうための必要な事業を行うことを目的とする。 

【事業】 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。  

（１）海洋文化の発展、海に係る歴史等の修得を目的とした体験会の実施 

（２）海の重要性を啓発出来るリーダーの養成 

（３）前２号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するため必要な事項に関すること。 

 

【構成員】 

第４条 委員会は、別表に掲げる団体等によって構成する。なお、新たな構成員への参画は、実行委員会の承認を得るも

のとする。 

 

【役員】 

第５条 実行委員会に次の役員を置く。 

  （１）委員長   １名 

   （２）副委員長 １名 

      （３）その他にオブザーバーを置くことができる。 

 

【役員の職務】 

第６条 委員長は、実行委員会の会務を総理し、実行委員会を代表する。 

    ２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

【役員の選任】 

第７条 実行委員会の委員長は、委員の互選により定める。 

    ２ 実行委員会の副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。 

 

【任期】 

第８条 役員及び委員の任期は、実行委員会の目的が達成されたときまでとする。ただし、委員のうち機関、団体等の代

表者であるものが当該機関、団体等の代表者でなくなった場合は、その後任者が前任者の残任期間を務めるものと

する。 

 

【会議】 

第９条 実行委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

    ２ 実行委員会の会議は、次に掲げる事項を審議し、議決する。 

     （１）事業に関する開催計画 

     （２）事業に関する予算及び決算 

     （３）実行委員会規約の制定及び改正 

     （４）前３号に掲げるもののほか、事業目的の達成に関する重要な事項 

３ 実行委員会の会議は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することができない。 

    ４ 実行委員会の議事は、出席委員の過半数の同意をもって可決し、可否同数の場合は委員長がこれを決する。 

 

【事務局】 

第 10条 実行委員会の事務を処理するため、(公財)関西交通経済研究センター内に事務局を置く。 

 

【解散】 

第 11条 実行委員会は、その目的が達成されたとき解散する。 

 

【雑則】 

第 12条 この規約に定めるもののほか、実行委員会に関し必要な事項は、委員長が実行委員会の会議に諮って定める。 

 

附則 この規約は、平成２７年６月１２日から施行する。 
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第１回実行委員会 
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大阪港分科会 
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神戸港分科会 
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第２回実行委員会 
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第３回実行委員会 
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Ⅴ．マスメディア記事 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 資料１  海事プレス （２０１５．７．８） 
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資料２  日刊海事通信 （２０１５．７．８） 

 
 

資料３  日刊ＣＡＲＧＯ （２０１５．７．８） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料４  日本海事新聞 （２０１５．７．１３） 
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資料５  海事プレス （２０１５．７．１４） 

 
 
 

資料６  ジャパンシッピングニュース（２０１５．７．２４） 
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資料７  海事プレス（２０１５．７．２８） 

資料８  日刊ＣＡＲＧＯ（２０１５．７．３１） 
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 Ⅵ．企画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「海学び舎」あらかると啓発事業 
  

 

                企画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年５月 

 

 

 

公益財団法人 関西交通経済研究センター 
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「海学び舎」あらかると啓発事業 

 

【目的と骨子】 

海洋国日本の国づくりや街おこしを担う、次世代の小学生・中学生や若者の皆さんに、

海の大切さと海の魅力を知ってもらうことにより、海の恩恵に感謝し、併せて、広く海

洋についての理解と関心を深めてもらうことを目的に、次の事業を実施する。 

 

１） 大阪港を拠点として、小学生・中学生（交通遺児の皆さんも含む）とその保護者

の方を対象に、海の仕事に従事する船員さんのことや船の構造のこと等をお話会し、

併せて、海から見る、いつもとは違う目線から大阪港や沿岸の街並みなどを体感し

てもらうもの。 

 

２） 神戸港を拠点として、若者（大学生）を対象に、わが国の海洋文化の発展や海に

係わる歴史等を習得してもらい、併せて、海上から神戸港とその沖合の営みなどを

再発見してもらうもの。これを通じて、若い世代の感覚を以って、小学生・中学生

に海の重要性を啓発できるリーダーを育成することにより、「海学び舎」の輪を広

げていく計画(アクションプラン)とする。 

 

 

【実施計画】 

 

１） 海・船のお話会と体験乗船見学会 

 

１．実施場所  大阪港天保山岸壁及び港内 

 

２．実施概要 

（１）実施日時  平成２７年 7 月１１日（土）  09:40～1７:０0 

 

（２）実施内容 

①大阪港周遊（10:00～11:45）  

旅客船「サンタマリア」（566G/T、定員 791 人、大阪水上バス㈱） 

・オリエンテーション：船内説明等（特別室） 

・船内探検       ：船内経路に関所を設け、海に関するクイズを 

解きゴールを目指す。 
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②大成丸の船内見学（13:00～1５:０0） 

大成丸（3,990G/T、定員 176 人、航海訓練所練習船） 

・海、船のお話と見学：海の大切さと船員の仕事などのお話 

          ：船橋、操船ｼｭﾐﾚｰﾀ、機関室等の見学 

 

サンタマリア                  大成丸 

 

 

 

 

 

 

 

③海の生物観察（1５:０0～1７:０0） 

  海遊館の見学を通じ、海の生物と触れ合ったり観察することにより、 

より深く海に関心を抱いてもらう。 

 

（3） 参加してくれた対象者の皆さんから、「海学び舎絵手紙」（はがきサイズ） 

 を当センター宛てに投函してもらう。その内容に応じて沿岸市町村や海事関係 

  者などに転送し、励ましや御礼の返事を投函してもらう。 

これを通じてご縁をひろげていく。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

３．対象者（約１００名） 

①小学高学年及び中学生とその家族 

・一般募集    （大阪市広報、実行委員会メンバーのホームページ等

により募集する） 

・交通遺児約 50 名（独立行政法人自動車事故対策機構を介して、「交通

遺児友の会」の遺児を募集する） 

 

   ②報道関係等（実施前に公表し、取材要請を行い、海の日のイベント実施 

を広くアピールする） 
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２） 海の大切さや魅力を発信するリーダー養成セミナーとクルーズ 

 

１．実施場所  神戸港中突堤及び神戸港周辺 

 

２．実施概要 

（１）実施日時  平成２７年 7 月２５日（土）  1２:３0～17:０0 頃 

 

（２）実施内容 

①セミナーの開催（12:30～15:０0） 

・会場  神戸海洋博物館ホール 

・講演   

・森田  潔 氏 （（一社）神戸港振興協会経営管理部参事）  

   ○テーマ  「四面を海に囲まれた我が国の海洋文化の発展」 

 

・加藤 琢二 氏 （ジャンボフェリー(株)代表取締役会長、神戸大学海事 

科学研究科客員教授）            

  ○テーマ  「瀬戸の島々と神戸」 

 

 ・青谷 実知代 氏 （神戸松蔭女子学院大学准教授）  

   ○テーマ   ｢クルーズを通した観光の楽しみについて｣ 

 

②神戸港、明石大橋周遊クルーズの実施（15:30～17:０0） 

   ・旅客船「かぜ」（９９G/T、定員１６６名、２９ノット） 

神戸―関空ベイシャトルの予備船 

・コース ： 神戸中突堤発→神戸空港沖→ポートアイランド 

→六甲アイランド→神戸中突堤 

       ※通常では見られない施設や仕事、港の営みなどに重点を置く 

 

       ・視察目的： いつもと違う視点として、海上から神戸港とその沖合の営みなどを

再発見してもらう。海や船、港湾など海上での説明により、より一層

深理解を深めて頂く。   
旅客船「かぜ」 
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（３） 参加していただいた皆さんから、「海学び舎エッセイ（随想）200 字版」 

をＳＮＳ（フェースブックなど）で当センターを含めて、お友達に発信して 

 もらう。その内容に応じて、沿岸市町村や海事関係者などに情報を提供し、 

 発信者とのやり取りが深まるように当センターが手配する。 

   これを通じてご縁をひろげていく。 

          

（4） ワークショップ（勉強会）の開催 

 上記事業実施後、参加学生の次のステップとして、これまで見たことのな 

い気づきや学びとしてまとめるワークショップを開催する。 

・会場  神戸海洋博物館ホール 

・発表  参加大学生 

        ・視察  神戸海洋博物館（神戸港の歴史等を学ぶ） 

 

 

３．対象者（約１００名） 

①関西を中心とした大学生 

当センターが２００８年度から実施している懸賞論文（提案・提言）に応募 

した大学や応募招請を行って来た大学を中心に募集 

 

（候補大学）大阪市立大学、関西大学、神戸松蔭女子学院大学、神戸大学、

宝塚医療大学、帝塚山大学、姫路獨協大学、平安女子学院大学、

和歌山大学、神戸学院大学 ほか 

 

②報道関係等（実施前に公表し、取材要請を行い、海の日のイベント実施を広く 

アピールする） 

  

【実施体制】 

  ①「海学び舎」あらかると実行委員会を設置 

 

②実行委員 

近畿旅客船協会、神戸旅客船協会、近畿内航船員確保対策協議会 

大阪港振興協会、神戸港振興協会、大阪市港湾局、神戸市みなと総局 

関西交通経済研究センター 

 

③事務局：関西交通経済研究センター 

 

④後援 

大阪市教育委員会、近畿運輸局、神戸運輸監理部、自動車事故対策機構 
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【スケジュール】 

2015 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年度以降 

     目標の達成に向けて、参加対象者の規模（人数）の拡大を図るほか、拠点港、啓 

    発メニューと実施体制などの精査を図り、次世代を担う皆さんへの本啓発事業（海 

    の恩恵に感謝し、広く海洋についての理解と関心を深めてもらう事業）の定着化を 

    目指す。 
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実行委員会等 6月 7月 8月 9月 10月 11月

第１回「海学び舎」あらかると実行委員会 ○
大阪港事業参加者募集 ○
神戸港事業参加者募集 ○
大阪港事業実行委員会 ○
大阪港事業実施 7月11日

神戸港事業実行委員会 ○
神戸港事業実施 7月25日

神戸港事業ワークショップ開催

報告書作成 ○
第２回「海学び舎」あらかると実行委員会 ○



【当日のスケジュール】 

 

【１】海・船のお話会と体験乗船見学会 

 
平成 27 年 7 月 11 日 （土） 

09:00  スタッフ集合（大阪港サンタマリア乗船券売り場付近、スタッフは名札） 

          

09:４0  サンタマリア乗船券売り場付近で受付開始（屋内２Ｆ 机・椅子） 

   受付    名簿チェック、交通費、アンケート用紙、班別リボン等配付 

   受付後  誘導 １Ｆ乗船付近 

   受付担当 スタッフ 

   誘導担当 スタッフ 

 

10:00  受付終了 記念写真（全員がそろい次第記念写真） 

 

10:00  乗船開始 乗船後特別会議室へ 

   挨拶 

水上バス見学要領説明 

10:２0  船内見学開始 

   誘導担当：水上バス 

   船内担当：スタッフ  

 

10:50  船内見学終了 

 

11:00  サンタマリア出港 自由見学（一般客と一緒） 

   クイズラリー等実施   

11:10  クルーズの時間を使って、昼食会場準備 

 

11:45  サンタマリア入港 昼食会場に移動 

12:00  昼食 

  昼食会場：創作フレンチレストラン（ビュッフェ デ ラ コット） 

        ℡ 06-6576-5647 

  アンケート依頼 

12:50  大成丸に移動 

  スタッフは昼食会場後片付け 

  大成丸前で記念写真 

 

13:00 大成丸に乗船（航海訓練所の練習船） 

①オリエンテーション：船長挨拶、注意事項説明等 約 20 分 

②海のお話      ：海の重要性と船員の仕事（仮称）約 45 分 

③船内見学      ：船橋、船内、操船ｼｭﾐﾚｰﾀ、機関室等 約 45 分 

                   船内見学は、児童を主体とする。幼児、保護者は船室で 

待機 

④アンケート回収   約 10 分 

 

15:00  大成丸下船し海遊館に移動 

   海遊館前で記念写真 

15:１0  海遊館入館 入館後は自由解散 

 

16:00  スタッフ解散 
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【２】海の大切さや魅力を発信するリーダー養成セミナー＆クルーズ 

 

平成 27 年 7 月 25 日（土） 

 

11:00  スタッフ集合（神戸海洋博物館ホール、スタッフは名札） 

 

12:00  ホール前で受付開始 

 

12:30  セミナー開催 

（12:30） 開会挨拶 

（12:50） 講演 

     ・森田  潔 氏 （（一社）神戸港振興協会経営管理部参事） 

   ○テーマ  「四面を海に囲まれた我が国の海洋文化の発展」 

（13:30）  ・加藤 琢二 氏 （ジャンボフェリー(株)代表取締役会長、神戸大学海事 

                                        科学研究科客員教授）                 

  ○テーマ  「瀬戸の島々と神戸」 

（14:00）  休憩（10 分） 

（14:10）  ・青谷 実知代 氏 （神戸松蔭女子学院大学准教授） 

   ○テーマ   ｢クルーズを通した観光の楽しみについて｣（仮称） 

 （14:40）  質疑応答 

 （15:00）  閉会 

 

 15:00   神戸中突堤に移動 

15:30   旅客船「かぜ」乗船 

     神戸港からポートアイランド、六甲アイランド等クルーズ 

17:00   神戸中突堤 下船（解散） 
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